
一般質問の模様

滋賀県議会だより3 第 38 号

用語解説 ※５　瀬田川の流量をコントロールし、琵琶湖の水位と下流の水量を調節しているのが瀬田川洗堰です。現在は、平成４年３月に制定された「瀬田川洗堰操作規則」に基づき、国がゲートの開閉を行って琵琶湖の水位を管理しています。
※６　治水ダム建設予定河川において、50年確率の大水に耐えうる河川改修を平成27年度（2015年度）までに完了するとともに、平成32年度（2020年度）までには、すべての一級河川で10年確率の大水に耐えうる河川改修を完了することを目標とする

政策です。
※７ 「農地・水・環境保全向上対策」とは、農地・水・環境の良好な保全と質的向上を図るため、①農地・農業用水等の保全向上に関する地域ぐるみでの効果の高い共同活動と、②農業者ぐるみでの環境保全に向けた先進的な営農活動を、総合的・

一体的に支援する国の打ち出した農政施策です。
※８　平成19年度（2007年度）からすべての小・中学校を35人学級にし、５年後には30人学級とする嘉田知事のマニフェストに掲げられた政策です。

答

こ
の
問
題
は
、
滋
賀
県
に

と
っ
て
解
消
す
べ
き
重
大
な

課
題
と
考
え
て
い
ま
す
。
上
流
が

下
流
の
犠
牲
に
な
る
こ
と
は
許
さ

れ
る
も
の
で
は
な
く
、
一
方
で
、

そ
の
解
決
の
た
め
に
下
流
の
危
険

が
増
大
す
る
の
で
は
、
問
題
の
本

質
的
解
決
に
な
り
ま
せ
ん
。
下
流

の
危
険
を
増
す
こ
と
な
く
、
洗
堰

全
閉
の
必
要
が
な
い
条
件
を
整
え

る
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
そ
の
実

現
に
向
け
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

国
の
河
川
整
備
基
本
方
針
検
討
小

委
員
会
で
の
発
言
を
通
し
て
、
洗

堰
全
閉
操
作
を
広
く
社
会
問
題
と

し
て
認
識
し
て
い
た
だ
く
と
と
も

に
、
琵
琶
湖
洪
水
に
よ
っ
て
県
民

琵
琶
湖
の
治
水

問た
め
の
全
閉
操
作
が
盛
り
込
ま
れ

て
い
ま
す
。
こ
れ
は
琵
琶
湖
周
辺

の
浸
水
被
害
を
拡
大
さ
せ
る
こ
と

に
な
り
、
滋
賀
県
に
と
っ
て
重
大

問
題
で
す
。
ど
の
よ
う
に
取
り
組

ま
れ
る
の
か
伺
い
ま
す
。

瀬
田
川
洗
堰
操
作
規
則※
５

に

は
、
洪
水
時
に
下
流
を
守
る

答

撤
去
の
措
置
命
令
は
、
事

業
者
が
破
産
し
た
こ
と
か
ら

履
行
が
事
実
上
不
可
能
に
な
っ
た

と
考
え
て
い
ま
す
。し
た
が
っ
て
、

既
に
撤
去
の
履
行
期
限
が
過
ぎ
た

ド
ラ
ム
缶
や
一
斗
缶
は
、
適
正
処

分
を
行
い
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
ま
た
、
９
月
30
日
に
履
行
期

限
が
到
来
す
る
処
分
場
西
市
道
側

平
坦
部
の
汚
染
廃
棄
物
土
に
つ
い

て
は
、
汚
染
の
範
囲
や
状
況
を
確

栗
東
市
の

産
業
廃
棄
物
処
分
場
問
題

問て
き
ま
し
た
。
ド
ラ
ム
缶
の
撤
去

の
措
置
命
令
に
つ
い
て
は
代
執
行

を
す
る
の
か
、
住
民
不
安
が
大
き

い
地
下
水
汚
染
に
は
ど
う
対
処
す

る
の
か
伺
い
ま
す
。

事
業
者
の
破
産
を
受
け
、

税
金
の
投
入
が
必
要
に
な
っ

答

治
水
対
策
に
は
、
地
域
の

社
会
的
条
件
に
よ
り
多
種
多

様
な
方
法
が
あ
り
ま
す
。
土
木
施

設
に
よ
る
対
応
な
ど
の
「
公
助
」

に
加
え
、
我
が
身
や
身
近
な
人
た

ち
の
命
や
財
産
を
守
る
「
自
助
」、

水
防
活
動
等
の
「
共
助
」
を
組
み

合
わ
せ
る
こ
と
で
最
適
な
方
法
を

探
り
、
人
と
川
を
心
理
的
、
社
会

的
に
近
づ
け
る
政
策
を
柱
に
し
な

が
ら
、
県
民
の
皆
さ
ん
と
協
働
し

て
治
水
対
策
を
充
実
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。
マ
ニ
フ
ェ

ス
ト
の
２
０
１
５
年
ま
で
に
完
了

と
い
う
政
策※
６

は
非
常
に
困
難
な
こ

と
は
認
め
ま
す
が
、
県
民
の
目
に

見
え
る
形
で
対
応
が
着
実
に
進
ん

で
い
る
こ
と
が
示
せ
る
よ
う
、
こ

れ
か
ら
具
体
的
な
提
案
を
作
っ
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

ダ
ム
問
題

問る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
凍
結
す
る

の
で
あ
れ
ば
信
頼
性
の
高
い
代
替

案
を
示
す
必
要
が
あ
り
ま
す
が
、

所
見
を
伺
い
ま
す
。

ダ
ム
建
設
計
画
は
凍
結
し
、

治
水
は
他
の
方
法
で
対
応
す

答

県
南
部
地
域
の
一
般
廃
棄

物
と
産
業
廃
棄
物
の
対
応
に

つ
い
て
は
、
資
源
循
環
を
進
め
る

方
針
の
下
、
関
係
者
と
の
協
議
が

必
要
と
考
え
て
い
ま
す
。
こ
の
た

め
、
一
般
廃
棄
物
に
つ
い
て
は
、

関
係
市
に
状
況
を
説
明
し
、
生
ご

み
資
源
化
の
取
組
な
ど
循
環
型
社

会
づ
く
り
の
具
体
的
な
検
討
を
一

緒
に
進
め
ま
す
。
産
業
廃
棄
物
に

つ
い
て
は
、
産
業
界
と
十
分
意
見

交
換
を
し
な
が
ら
、
発
生
抑
制
と

資
源
化
の
取
組
が
進
む
よ
う
誘
導

し
つ
つ
、
民
間
主
導
の
体
制
づ
く

り
を
図
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。
こ
の
結
果
を
踏
ま
え
、

適
正
処
理
の
た
め
の
施
設
整
備
に

つ
い
て
も
、
民
間
、
市
町
、
県
の

役
割
分
担
を
整
理
し
、
建
設
や
運

営
、
誘
導
の
在
り
方
に
つ
い
て
考

え
て
い
き
ま
す
。

廃
棄
物
行
政

問る
と
し
て
、
旧
志
賀
町
の
焼
却
施

設
を
凍
結
す
る
方
針
を
示
さ
れ
ま

し
た
。
そ
の
確
立
に
は
時
間
が
か

か
り
ま
す
が
、対
応
を
伺
い
ま
す
。

地
域
循
環
型
社
会
の
し
く

み
を
確
立
す
れ
ば
不
要
に
な

答

35
人
学
級
の
制
度
を
広
げ

る
た
め
に
は
、
更
に
教
員
を

増
大
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、

少
人
数
学
級
の
実
現

問大
幅
な
増
員
と
多
額
の
財
政
負
担

が
必
要
で
す
。
ど
の
よ
う
な
方
法

で
実
現
す
る
の
か
伺
い
ま
す
。

小
・
中
学
校
で
の
35
人
学

級
の
実
現※
８

に
は
、
教
職
員
の

答

本
県
は
、
多
く
の
大
学
や

高
度
な
研
究
開
発
機
能
を
持

つ
工
場
が
集
積
し
つ
つ
あ
り
、
今

後
も
人
口
増
加
が
見
込
ま
れ
る
ポ

テ
ン
シ
ャ
ル
の
高
い
地
域
で
す
。

今
後
は
、
付
加
価
値
の
高
い
優
良

企
業
の
誘
致
に
積
極
的
に
取
り
組

む
と
と
も
に
、
産
学
官
の
連
携
に

よ
っ
て
先
端
分
野
の
ベ
ン
チ
ャ
ー

企
業
の
育
成
に
力
を
注
い
で
い
き

ま
す
。
ま
た
、
ア
ジ
ア
諸
国
等
と

の
経
済
交
流
の
促
進
な
ど
グ
ロ
ー

バ
ル
化
へ
の
対
応
も
大
事
な
分
野

で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
更
に

伝
統
産
業
を
は
じ
め
と
す
る
「
滋

賀
の
も
の
づ
く
り
」
へ
の
高
い
技

術
に
つ
い
て
、
若
者
へ
の
継
承
に

積
極
的
に
取
り
組
む
な
ど
、
魅
力

あ
る
雇
用
の
創
出
を
図
っ
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

産
業
の
振
興

問に
つ
い
て
、
考
え
を
伺
い
ま
す
。

財
政
再
建
と
県
民
生
活
の

向
上
に
向
け
た
産
業
振
興
策

答

こ
れ
ま
で
の
生
産
効
率
だ

け
で
な
く
、
農
村
を
ま
る
ご

と
保
全
し
、
新
た
な
農
村
を
作
り

出
し
て
い
く
こ
と
を
重
視
す
る
農

政
へ
の
転
換
は
、
大
変
う
れ
し
く

思
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
対
策
を
滋

賀
ら
し
い
も
の
と
し
て
進
め
て
い

く
観
点
か
ら
、
生
態
系
や
景
観
を

守
る
活
動
を
加
え
、
自
然
環
境
の

保
全
を
更
に
発
展
さ
せ
る
こ
と
、

農
村
を
幅
広
い
世
代
や
住
民
の
皆

新
農
政
へ
の
対
応

問で
取
り
組
む
の
か
伺
い
ま
す
。

農
地
・
水
・
環
境
保
全
向

上
対
策※

７

に
ど
の
よ
う
な
方
針

め
、
国
に
対
し
要
望
活
動
等
に
一

層
力
を
入
れ
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

が
被
っ
て
き
た
苦
難
の
歴
史
を
踏

ま
え
、
全
閉
操
作
の
解
消
に
向
け

引
き
続
き
主
張
し
て
い
き
ま
す
。

認
し
、
環
境
省
や
専
門
家
チ
ー
ム

の
指
導
助
言
を
受
け
、
対
応
策
を

検
討
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

ド
ラ
ム
缶
が
埋
め
ら
れ
て
い
た
平

坦
部
に
続
く
法
面
部
分
の
調
査
に

つ
い
て
は
、
処
分
場
の
改
善
対
策

を
策
定
す
る
中
で
方
針
を
決
め
て

い
き
ま
す
。
地
下
水
汚
染
に
対
し

て
は
、
県
の
デ
ー
タ
と
栗
東
市
の

地
下
水
調
査
デ
ー
タ
と
を
あ
わ
せ

検
討
す
る
な
ど
、
地
下
水
の
状
況

を
科
学
的
に
し
っ
か
り
と
把
握

し
、
必
要
な
対
策
を
講
じ
て
い
き

ま
す
。

さ
ん
が
守
る
こ
と
で
、
地
域
の
絆
　
き
ず
な

を
深
め
る
こ
と
と
い
う
二
点
を
重

視
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
次
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
、

す
な
わ
ち
未
来
へ
の
大
切
な
投
資

で
あ
る
と
考
え
ま
す
。
そ
う
し
た

思
い
か
ら
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
で
35
人

学
級
の
実
現
を
掲
げ
ま
し
た
が
、

当
初
に
予
定
し
た
以
上
の
人
件
費

を
要
す
る
こ
と
、
一
気
に
大
量
の

教
員
採
用
が
必
要
と
な
り
、
数
と

質
の
確
保
が
大
き
な
課
題
と
な
る

こ
と
も
分
か
っ
て
き
ま
し
た
。
し

た
が
っ
て
一
気
に
と
い
う
わ
け
に

は
い
き
ま
せ
ん
が
、
一
部
の
学
年

か
ら
段
階
的
に
実
施
し
て
い
く
な

ど
、
教
育
委
員
会
で
検
討
い
た
だ

き
な
が
ら
、
ぜ
ひ
と
も
実
現
を
目

指
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

黒
川
　
　
治
　
議
員
（
自
由
民
主
党
・
湖
翔
ク
ラ
ブ
）

▼
知
事
の
政
治
姿
勢
と
今
後
の
県
政
の
運
営
方
針

に
つ
い
て

▼
琵
琶
湖
の
治
水
と
瀬
田
川
洗
堰
操
作
に
つ
い
て

▼
東
海
道
新
幹
線
新
駅
に
つ
い
て

吉
田
　
清
一
　
議
員
（
自
由
民
主
党
・
湖
翔
ク
ラ
ブ
）

▼
地
方
自
治
体
に
お
け
る
先
行
投
資
の
あ
り
方
に

つ
い
て

▼
河
川
行
政
に
つ
い
て

▼
道
路
行
政
に
つ
い
て

▼
廃
棄
物
行
政
に
つ
い
て

▼
造
林
公
社
問
題
に
つ
い
て

▼
福
祉
行
政
に
つ
い
て

▼
平
和
祈
念
館
の
整
備
に
つ
い
て

▼
経
済
振
興
に
つ
い
て

▼
新
農
政
へ
の
対
応
に
つ
い
て

▼
教
育
に
つ
い
て

出
原
　
逸
三
　
議
員
（
民
主
党
・
県
民
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）

▼
知
事
の
政
治
姿
勢
に
つ
い
て

▼
行
財
政
改
革
に
つ
い
て

▼
新
幹
線
新
駅
に
つ
い
て

▼
廃
棄
物
行
政
に
つ
い
て

▼
ダ
ム
問
題
に
つ
い
て

滝
　
　
一
郎
　
議
員
（
自
由
民
主
党
・
湖
翔
ク
ラ
ブ
）

▼
新
幹
線
新
駅
設
置
に
つ
い
て

▼
芹
谷
ダ
ム
建
設
に
つ
い
て

梅
村
　
　
正
　
議
員
（
公
明
党
）

▼
知
事
の
政
治
姿
勢
と
県
政
運
営
に
つ
い
て

▼
安
全
・
安
心
の
湖
国
づ
く
り
に
つ
い
て

▼
福
祉
施
策
の
拡
充
に
つ
い
て

三
浦
　
治
雄
　
議
員
（
自
由
民
主
党
・
湖
翔
ク
ラ
ブ
）

▼
新
幹
線
新
駅
設
置
と
財
政
問
題
に
つ
い
て

橋
本
　
　
正
　
議
員
（
自
由
民
主
党
・
湖
翔
ク
ラ
ブ
）

▼
丹
生
ダ
ム
お
よ
び
関
連
す
る
諸
問
題
に
つ
い
て

西
川
　
勝
彦
　
議
員
（
民
主
党
・
県
民
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）

▼
新
幹
線
新
駅
に
つ
い
て

▼
大
戸
川
ダ
ム
に
つ
い
て

▼
知
事
の
政
治
姿
勢
に
つ
い
て

▼
議
第
１
２
１
号
知
事
の
給
与
の
特
例
に
関
す
る

条
例
案
に
つ
い
て

清
水
　
克
実
　
議
員
（
自
由
民
主
党
・
湖
翔
ク
ラ
ブ
）

▼
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
に
つ
い
て

▼
医
療
制
度
改
革
に
つ
い
て

7
月
定
例
会
質
問
一
覧

▼
教
育
に
お
け
る
機
会
の
平
等
に
つ
い
て

岡
崎
　
基
子
　
議
員
（
民
主
党
・
県
民
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）

▼
大
型
ご
み
焼
却
施
設
建
設
の
凍
結
に
つ
い
て

▼
少
人
数
学
級
の
早
期
実
現
に
つ
い
て

▼
育
児
サ
ポ
ー
ト
の
充
実
に
つ
い
て

福
本
庄
三
郎
　
議
員
（
自
由
民
主
党
・
湖
翔
ク
ラ
ブ
）

▼
草
津
線
の
複
線
化
に
つ
い
て

▼
道
路
整
備
に
つ
い
て

山
田
　
和
A

議
員
（
自
由
民
主
党
・
湖
翔
ク
ラ
ブ
）

▼
議
決
の
重
み
に
つ
い
て
の
考
え
を
問
う

▼
県
政
発
展
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
に
つ
い
て

▼
琵
琶
湖
の
水
環
境
と
水
質
保
全
の
取
り
組
み
姿

勢
に
つ
い
て

沢
田
　
享
子
　
議
員
（
無
所
属
）

▼
県
民
の
明
確
な
審
判
を
受
け
て

家
森
　
茂
樹
　
議
員
（
自
由
民
主
党
・
湖
翔
ク
ラ
ブ
）

▼
直
接
民
主
制
に
つ
い
て

▼
科
学
者
と
為
政
者
に
つ
い
て

▼
公
社
、
出
資
法
人
等
に
つ
い
て

▼
目
指
す
べ
き
社
会
に
つ
い
て

徳
永
　
久
志
　
議
員
（
民
主
党
・
県
民
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）

▼
生
活
保
護
に
つ
い
て

▼
小
学
校
に
お
け
る
英
語
教
育
に
つ
い
て

森
　
　
茂
樹
　
議
員
（
日
本
共
産
党
滋
賀
県
議
会
議
員
団
）

▼
今
次
知
事
選
の
示
す
も
の
に
つ
い
て

▼
知
事
の
基
本
姿
勢
に
つ
い
て

▼
新
幹
線
新
駅
に
つ
い
て

▼
ダ
ム
に
つ
い
て

▼
廃
棄
物
処
理
行
政
に
つ
い
て

蔦
田
　
恵
子
　
議
員
（
自
由
民
主
党
・
湖
翔
ク
ラ
ブ
）

▼
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
に
対
す
る
考
え
方
と
説
明
責
任

に
つ
い
て

▼
県
民
と
の
対
話
の
考
え
方
と
具
体
的
な
手
法
に

つ
い
て

朝
倉
　
克
己
　
議
員
（
民
主
党
・
県
民
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）

▼
知
事
の
政
治
姿
勢
に
つ
い
て

冨
士
谷
英
正
　
議
員
（
無
所
属
）

▼
新
幹
線
新
駅
に
つ
い
て

▼
少
子
化
対
策
に
つ
い
て

▼
今
後
の
農
政
に
つ
い
て

▼
道
州
制
に
つ
い
て

山
田
　
尚
夫
　
議
員
（
自
由
民
主
党
・
湖
翔
ク
ラ
ブ
）

▼
入
札
制
度
と
品
質
確
保
に
つ
い
て

▼
新
幹
線
新
駅
に
係
る
経
済
ア
セ
ス
メ
ン
ト
に
つ

い
て

山
田
　
　
実
　
議
員
（
民
主
党
・
県
民
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）

▼
循
環
型
社
会
形
成
に
向
け
て
の
取
り
組
み
に
つ

い
て

▼
自
治
の
再
構
築
へ
の
基
本
姿
勢
に
つ
い
て

▼
農
林
漁
業
振
興
の
方
向
に
つ
い
て

北
野
加
代
子
　
議
員
（
民
主
党
・
県
民
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）

▼
ゼ
ロ
金
利
解
除
に
つ
い
て

▼
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
に
つ
い
て

▼
ア
ー
ル
・
デ
ィ
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
産
業
廃
棄

物
処
分
場
問
題
の
早
期
解
決
に
つ
い
て

田
中
　
章
五
　
議
員
（
民
主
党
・
県
民
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）

▼
障
害
者
の
自
立
支
援
に
つ
い
て

中
沢
　
啓
子
　
議
員
（
民
主
党
・
県
民
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）

▼
地
方
分
権
に
つ
い
て

▼
不
法
投
棄
に
つ
い
て

▼
土
壌
・
地
下
水
汚
染
に
つ
い
て

▼
河
川
の
管
理
に
つ
い
て

▼
教
員
の
資
質
と
評
価
制
度
に
つ
い
て

上
野
　
幸
夫
　
議
員
（
自
由
民
主
党
・
湖
翔
ク
ラ
ブ
）

▼
企
業
立
地
を
進
め
る
環
境
に
つ
い
て

小
寺
　
裕
雄
　
議
員
（
自
由
民
主
党
・
湖
翔
ク
ラ
ブ
）

▼
知
事
の
政
治
姿
勢
に
つ
い
て

▼
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
と
財
政
改
革
と
行
政
経
営
に
つ

い
て

▼
桜
に
つ
い
て

谷
　
　
康
彦
　
議
員
（
民
主
党
・
県
民
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）

▼
県
全
体
の
医
療
水
準
の
向
上
に
つ
い
て

▼
知
事
選
に
お
け
る
民
意
に
つ
い
て

若
山
　
秀
士
　
議
員
（
自
由
民
主
党
・
湖
翔
ク
ラ
ブ
）

▼
産
業
施
策
に
つ
い
て

▼
道
路
行
政
に
つ
い
て

桐
山
ヒ
サ
子
　
議
員
（
日
本
共
産
党
滋
賀
県
議
会
議
員
団
）

▼
滋
賀
の
文
化
行
政
の
充
実
に
つ
い
て

▼
滋
賀
の
福
祉
行
政
に
つ
い
て

▼
甲
賀
市
に
お
け
る
水
道
断
水
事
故
に
係
る
調
査

委
員
会
の
報
告
に
つ
い
て

上
田
　
昌
之
　
議
員
（
自
由
民
主
党
・
湖
翔
ク
ラ
ブ
）

▼
指
定
管
理
者
制
度
導
入
後
の
課
題
と
点
検
お
よ

び
知
事
の
行
政
運
営
・
執
行
姿
勢
に
つ
い
て

青
木
　
愛
子
　
議
員
（
民
主
党
・
県
民
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）

▼
滋
賀
県
医
療
政
策
大
綱
に
つ
い
て

▼
定
年
退
職
者
の
地
域
社
会
と
の
か
か
わ
り
に
つ

い
て

▼
食
育
の
推
進
に
つ
い
て

佐
野
　
高
典
　
議
員
（
自
由
民
主
党
・
湖
翔
ク
ラ
ブ
）

▼
知
事
の
政
治
姿
勢
に
つ
い
て

▼
改
正
ま
ち
づ
く
り
３
法
に
つ
い
て

▼
各
種
イ
ベ
ン
ト
に
つ
い
て

▼
教
育
に
つ
い
て

杼
木
　
捨
蔵
　
議
員
（
自
由
民
主
党
・
湖
翔
ク
ラ
ブ
）

▼
滋
賀
の
産
業
構
造
再
構
築
に
つ
い
て

◆
代
表
質
問
◆

◆
一
般
質
問
◆


